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年 頭 挨 拶 

日本綿スフ織物工業連合会 

会 長  平 松 誠 治 

新年おめでとうございます。 

令和３年が始まりました。昨年は半世紀の時を超えて東京オリン 

ピックに熱く燃えるはずが一転、新型コロナウイルスの出現により人 

類と未知のウイルスとの戦いになり、今なおその戦いは世界中のあ 

らゆる場面で続いています。米国新大統領との今後の日米関係及 

び米中関係、日韓問題、ＲＣＥＰ協定の署名など日本を取り巻く国 

際情勢も目まぐるしく変化しています。 

綿工連傘下の企業は衣料品から産業資材まで多岐にわたる品目を生産しているのが特

徴ですが、コロナ前の２０１９年後半から様々な要因により、リーマンショック以来の悪い状況

下、今回コロナの直撃を受け、昨年４月以降ほとんどの受注が激減し最悪の業況となってい

ます。 

そのような中でも産地企業は国の様々な支援策を活用しながら、出来る限りの自助努力

「年頭挨拶」平松誠治（日本綿スフ織物工業連合会会長）／「年頭所感」藤木俊光（経済産

業省製造産業局長）／「年頭所感」前田泰宏（中小企業庁長官）／「年頭所感」永澤 剛（経

済産業省製造産業局生活製品課長）／ＪＥＴＲＯ パリ・ミラノ・ロンドン  テキスタイル商談会開催／

ＳＣＭ推進協議会「第２回取引改革委員会」開催／日本繊維産業連盟常任委員会開催／

一般財団法人日本綿業振興会「企画委員会」開催／令和２年度第３次補正予算案閣議決

定／令和３年度予算案閣議決定／令和３年度税改正案閣議決定／日・英ＥＰＡ／綿工連

産地・企業の新聞記事一覧（２０２０年１２月）／特許公開情報 

主 な 内 容 
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を重ねてまいりました。 

これからも厳しい状況が続きますが、マスクや防護服関連への対応、ネット販売の拡大、

また従来のお客様から信頼され最優先で発注が頂ける取り組みの深耕で乗り越えましょう。 

私たちは世の中で必要とされているから、今日現在残っているのです。 

綿工連としては本年も、現在生き残っている企業は自社の強みに気づき、企業価値を正

しく認識することが重要だと考えますので、その手段として、引き続き安全対策を取ったうえ

での産地間交流、企業間交流を後押して参ります。 

もちろん次世代を担う綿工連綿’ｓ倶楽部（旧青年部）のメンバーが将来への夢を描けるよ

う支援や連携をさらに強めます。  

また２０２０年は、様々な展示会等が中止・縮小された中、これまで７回にわたって開催し、

昨年止む無く中止としました「綿織物産地素材展」も本年３月開催に向けて、準備を開始致

しました。 

そのほか、織布運転の技能実習第３号（５年）へのすみやかな移行と改正入管法での在

留資格である特定技能１号（単純作業）に繊維業を入れることについては、関係機関と連携

を図っていく所存です。 

一般財団法人での助成金事業も継続致します。２０１９年度から申請書類の簡素化等を

図り、従来の新商品開発、販路開拓等需要振興や生産性向上のための設備投資、最近で

は、デジタル関連の案件も増え、仲間を応援して参ります。 

神様は乗り越えられない試練は与えないと思います。 

今年は一段と厳しい年になることは確実と思われますが、必ずやこのコロナ禍を乗り切る

決意を新たに、本年の初稼働を迎えたいと思いつつ、新年のあいさつと致します。 

 

令和３年元旦 
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年 頭 所 感 

 

経 済 産 業 省 

製 造 産 業 局 長 

                                              藤 木 俊 光 

 

(はじめに) 

明けましておめでとうございます。令和３年の年頭に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

まず、新型コロナウイルス感染症でこれまでにお亡くなりになられた方々の御冥福をお祈

り申し上げるとともに、健康面や生活面などで影響を受けておられる方々に、心からお見舞

い申し上げます。また、産業界の皆様からは、医療・生活物資の増産など、様々な形で御協

力をいただき、改めて感謝申し上げます。 

この感染症の拡大という未曾有の危機を乗り越えるため、私たちは生活様式のみならず、

産業構造や社会システムを転換させていかなければなりません。ウィズコロナ・ポストコロナ

の時代に向け、我が国製造業においては、特に、①「グリーン社会」への転換、②「デジタル

化」、③サプライチェーンの再構築をはじめとする「レジリエンス」の強化について重点的に

取り組んでいく必要があります。 

 

(２０５０カーボンニュートラルの実現) 

まず昨年、我が国は「２０５０カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣

言致しました。  

これを実現するためには、エネルギー分野だけでなく、鉄鋼、化学などの産業分野も、革

新的なイノベーションを推進し、製造プロセス等を大きく転換させていくことがカギとなります。

これを支援するため、昨年は、第３次補正予算案において、重点分野における技術開発・

社会実装に向けた取組を１０年間に渡り支援する２兆円基金の創設を決定しました。 

 環境対応は、もはや経済成長の制約ではなく、新たなビジネスチャンスにつながる成長戦

略そのものです。昨年末にお示ししたグリーン成長戦略と、分野ごとの「実行計画」に基づき、

産業界の皆様とともに、経済と環境の好循環を実現してまいります。 

 

(デジタル社会の実現) 

また、デジタル社会の急激な進展への対応も不可欠です。非接触や非対面といった「新

たな日常」の実現や、ポストコロナ時代における我が国製造業の国際競争力強化に向けて、

この潮流に乗り遅れぬようアクションを起こしていく必要があります。 
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 例えば、自動車産業においては「CASE」と呼ばれる大変革を迎えており、対応を加速して

いかなければなりません。様々なプレイヤーが、インターネットを通じた情報と車の接続、自

動走行、シェアリングサービス、電動化などを進めるグローバル競争の中で、我が国の自動

車産業が競争力を確保することが重要です。また、MaaS の推進により、少子高齢化といっ

た課題にも対応し、地域・高齢者を含めた移動の自由を確保するためのモビリティサービス

の実現にも取り組む必要があります。このため、引き続き、関係省庁とも協力しながら、全国

各地の自治体で実証実験を行うなど、地域の交通の課題を MaaS で解決する取組を進めて

まいります。 

ロボットやドローンを取り巻く環境も大きく変化しています。これまでは、主に工場の生産

性向上のためにロボットが導入されてきましたが、コロナ禍を背景とした自動化・省人化・遠

隔化のニーズの高まりから、工場のみならず、小売業や物流分野等でのロボットの導入が重

要になっています。これを進めるためには、ユーザー側がロボットを導入しやすい環境、い

わゆる「ロボットフレンドリー」な環境を構築することが必要です。また、ドローンは、人手不足

の課題を抱えるインフラ点検や離島物流、災害への対応などで、急速に利活用が進んでい

ます。これをさらに後押しすべく、地域と連携した実証を進めるとともに、セキュリティの確保

された安全安心なドローンの普及を進めてまいります。さらに、「空飛ぶクルマ」についても、

２０２３年の事業開始、２０２５年の大阪関西万博での活用を目標に、制度整備や社会実装

を進めてまいります。 

さらに、個々の製造現場においても、デジタル化の重要性はますます高まっています。新

型コロナウイルス感染症だけでなく、世界各地での地政学的リスクや自然災害等、サプライ

チェーン寸断を引き起こす不確実性が高まる中、こうした不測の事態に柔軟・迅速に対応す

るダイナミック・ケイパビリティ（企業変革力）の強化が喫緊の課題です。近い将来、製造業

においても 5Ｇ等の無線通信技術の本格活用が見込まれる中、生産ラインの柔軟性を高め

ることで、仮に不測の事態が生じた際にも製品の増産や代替生産等を可能とすべく、研究

開発をはじめとした取組を進めてまいります。 

 

(サプライチェーンの強靱化) 

 また、今回のコロナ禍では、生産拠点の集中度が高い製品や、国民が健康な生活を行う

上で重要な製品などのサプライチェーンの脆弱性が顕在化しました。 

これを踏まえ、サプライチェーン強靭化のため、令和２年度１次補正及び予備費において

国内投資促進事業費補助金を約３,０００億円措置し、既に約２００件の取組の支援を決定し

ております。これに加えて、第３次補正予算案では、約２,０００億円の追加措置を閣議決定

致しました。これにより、サプライチェーンの一層の強靭化を進めてまいります。 

さらに、米中対立を背景とした、米国による輸出管理強化の動きや、昨年１２月１日に施

行された中国の輸出管理法も注視しなければなりません。自社のサプライチェーン上のリス

クを把握するなど、海外市場におけるビジネスが阻害されることのないよう万全の備えをお
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願いいたします。仮にサプライチェーンが不当に分断されるようなことがあれば、経済産業

省が前面に立って産業界の皆様をサポートしてまいります。 

 

(下請等取引適正化) 

また、サプライチェーン全体での取引適正化や、取引条件の改善も重要な課題です。 

２０１６年９月に発表した「未来志向型の取引慣行に向けて」に従い、昨年は、型管理問題や

働き方改革に伴うしわ寄せ防止などの取組を精力的に進めてまいりました。具体的には、 

２月に「素形材産業取引適正化委員会」を設置し、「素形材産業取引ガイドライン」の改正案

や普及のための対応策などについて議論を行いました。また、５月には「未来を拓くパート

ナーシップ構築推進会議」において、取引先との新たな連携や望ましい取引習慣を遵守す

ることを宣言する「パートナーシップ構築宣言」の仕組みを導入し、大企業と中小企業の共

存共栄の関係を構築することで合意しました。産業界の皆様には、引き続き「パートナーシ

ップ構築宣言」を作成・公表していただけるよう、改めて御協力のほどお願い申し上げます。 

 

 (福島) 

福島の復興は経済産業省の最重要課題です。昨年９月には「福島イノベーション・コース

ト構想」の中核となる福島ロボットテストフィールドの開所式が執り行われました。福島ロボット

テストフィールドは、ドローンの飛行試験や災害ロボットの実証実験を行える場としてニーズ

が高く、全施設が供用開始されてから研究棟には福島県内外から２０の企業・大学等が入

居され、既に２６０件の実証試験が行われております。福島ロボットテストフィールドが立地す

る地域は、ロボット産業との関わりが深い、機械加工産業が盛んな地域として知られており、

福島ロボットテストフィールドが地域の新たな雇用や地元企業の取引拡大を生み出し、新た

な産業を育む拠点となることを期待しています。 

 

(通商) 

また、昨年、我が国は８年間の交渉を終え、ＲＣＥＰに署名しました。これにより、世界全体

のＧＤＰ及び貿易総額の約３割を占める巨大な自由貿易圏が成立することとなります。また、

日英ＥＰＡにも署名し、英国のＥＵ離脱後、日ＥＵ・ＥＰＡに代わるものとして、日英間のビジ

ネスの継続性が確保されました。これからも自由貿易の旗手として、自由で公正なルールに

基づく国際経済体制を主導する役割を果たしてまいります。 

 

(おわりに) 

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、我が国経済は戦後最大の落ち込みを記録し、

「新たな日常」への模索が続くなど、我々は多くの課題に直面しています。こうした中、今年

は延長された東京オリンピック・パラリンピックが予定されています。人類が新型コロナウイル

スに打ち勝った証しとして、また東日本大震災から復興しつつある姿を世界に発信する場と
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してこれが開催できるよう、私自身も皆様とともに全力を尽くしてまいります。 

 最後に、産業界の皆様の益々の御発展と、本年が素晴らしい年となることを祈念して、年

頭の御挨拶とさせていただきます。 

 

 

年 頭 所 感 

 

中 小 企 業 庁 長 官 

前 田 泰 宏 

 

令和３年という新しい年を迎え、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。 

 

 昨年は新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの中小企業・小規模事業者の皆様が非

常に厳しい状況におかれた１年間でした。こうした状況の中でも、中小企業・小規模事業者の

皆様の事業や雇用を守り抜くとの決意の下、持続化給付金や家賃支援給付金、実質無利子・

無担保かつ最大５年間元本返済据え置きの融資など、前例にとらわれない大胆な施策を着実

に実行してまいりました。 

本年も引き続き、万全の資金繰り対策による事業継続と、感染拡大防止への対応との両立

を図ってまいります。加えて、ポストコロナに向けてビジネスモデルや事業を再構築させていく

ことも重要な課題となっています。中小企業庁では、こうした中小企業・小規模事業者の皆様

の課題解決を支援してまいります。 

 

第一に、中小企業・小規模事業者の皆様は、人口減少に伴う弱い内需等の課題に直面、さ

らには働き方改革、社会保険の適用拡大、インボイス導入など、今後相次ぐ制度変更にも対

応していく必要があります。 

そのためにも、生産性向上への取組は大変重要です。昨年より「持続化補助金」、「ものづく

り補助金」、「IT 導入補助金」を「生産性革命推進事業」として一体運用した上で、複数年にわ

たり通年公募する仕組みを実現いたしました。生産性革命推進事業や事業再構築支援を通

じ、低感染リスク型のビジネスモデルへの転換やテレワーク環境の整備等、感染症の影響を乗

り越えるべく前向きな投資を行い、生産性の向上を目指す皆様を支援してまいります。 

 

 第二に、中小企業の経営者の高齢化に加え、感染症の影響により、休廃業・解散が加速す

るおそれがあります。地域の貴重な技術や人材等の経営資源の散逸を回避するため、「事業

引継ぎ支援センター」を通じた企業間のマッチング支援や、事業引継ぎ時の専門家活用費用
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や事業承継・引継ぎ後の経営革新への支援等の様々な支援策により、中小企業の経営資源

の集約化を全力で推進してまいります。 

 さらに、中小企業再生支援協議会に対する相談が急増しております。再生計画策定の要望

に十分に応じられる体制整備を行ってまいります。 

 

 第三に、取引の適正化も極めて重要な課題であると考えております。感染症の影響が長引く

中で、経営基盤の弱い中小企業に、一方的な取引の停止や適正なコスト負担を伴わない短

納期発注などの取引におけるしわ寄せがあってはなりません。下請 G メン等を活用し、中小

企業の取引条件の改善を図り「しわ寄せ」を防止することで、大企業と中小企業が共に成長で

きる環境の整備に取り組んでまいります。 

 

 最後に、昨年は、九州地方をはじめ各地に影響をもたらした７月豪雨等の自然災害による被

害に見舞われた年でもありました。発災直後から被災された皆様に寄り添った支援を行うととも

に、被災地の皆様からいただきましたご要望を踏まえ、これまで被災事業者の皆様の再建の

力となってきた「グループ補助金」と「自治体連携型補助金」を拡充、柔軟化した「なりわい再

建支援補助金」を創設するなどの対策を講じてまいりました。 

近年多発する自然災害等に対する中小企業の事前対策の取組につきましても強力に支援

し、中小企業の強靱化を図ってまいります。 

 

 感染症というこれまでにない課題を乗り越え、新たな時代への一歩を踏み出す。中小企業・

小規模事業者の皆様の成長・発展に全力で取り組むことへの決意を新たにしています。本年

が、皆様にとって実りある、飛躍の年となるよう心より祈念し、新年のご挨拶とさせていただきま

す。 

 

 

年 頭 所 感 

 

経 済 産 業 省 

製造産業局生活製品課長 

                                              永 澤   剛  

 

令和三年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶び申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症や七月豪雨災害が発生し、生活製品課では下着、タオル、

寝具などの生活物資をチャーター便帰国者の宿泊施設や避難所へお届けしました。また、同



綿スフ織物情報            ２０２１年(令和３年) １月号  Vol.１８５８ 

 
 

 

 - 8 - 

感染症の拡大による医療物資の不足に対応するため、昨年四月に産業界に協力要請をさせ

ていただき、皆様にはマスクや医療用ガウンの供給に大きく貢献いただきました。緊急時に必

要となる医療物資を確実に供給するためにも、国内供給体制の確保は重要であると認識して

います。各種物資の提供にご協力いただいた皆様にはこの場を借りてお礼申し上げます。 

さて、同感染症の影響により、日本経済は百年に一度の危機と言われるほど厳しい状況が

続き、皆様の取引や経営に大きな影響が生じていると承知しています。政府は、皆様の事業

継続のための資金繰りや雇用維持への対策として、政府系金融機関や民間機関による実質

無利子・無担保の融資や雇用調整助成金の特例措置等を講じてきました。今後とも、刻々と

変化する同感染症による経営環境への影響について、皆様の声に耳を傾けて、必要な支援

を行ってまいります。 

私は昨年七月に生活製品課長を拝命しました。当課は、繊維を始め、皮革や日用品、住宅

設備・建材、伝統的工芸品など、皆様の生活に欠かすことができない製品分野を所掌してい

ます。 

我が国の繊維産業は、高度な技術力と感性によって、私達の日々の暮らしの質をよりよくし、

生活文化の発展に貢献することができる産業です。今後も、国内産地が“世界の産地”として

発展する潜在的な力があると確信しています。今後、以下のような取組を官民で推進していき

たいと思います。 

第一に、デジタル化です。今回の同感染症の対応において、国、自治体のデジタル化の遅

れや人材不足、不十分なシステム連携に伴う行政の非効率、民間や社会におけるデジタル化

の遅れなど、デジタル化について様々な課題が明らかになりました。繊維産業では、これまで

も、ＡＩを活用した需要予測サービスやＩｏＴ導入による生産性向上等デジタル技術を活用した

取組が進められてきました。また、ウィズコロナの時代に合わせて、オンライン展示会の開催や

ＥＣ化率の増加といったデジタル化が急速に進んでいます。政府としても、国民が当たり前に

望んでいるサービスを実現し、デジタル化の利便性を実感できる社会をつくっていきた

いと考えます。皆様のデジタル技術の導入、活用を応援するためにＩＴ導入補助金等の支援

策を用意していますので、是非ともご活用ください。 

第二は、サステナビリティです。従来の価格、品質、安全に加え、環境や労働者の人権への

配慮といったサステナビリティの実現が強く求められています。当省が昨年五月に公表した

「循環経済ビジョン２０２０」や、ＥＵが昨年三月に発表した「サーキュラー・エコノミー・アクショ

ン・プラン」において、検討が急がれる分野や重点分野として繊維が指定されています。こうし

た状況を踏まえ、当省ではサステナブルな仕組み作りに向けて、検討を進めていく予定です。
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一企業だけでなく、サプライチェーン全体での取組が重要となることから、皆様の一層の取組

を期待します。 

第三に、インバウンドを含めた海外市場の開拓です。日本は昨年十一月、「地域的な包括

的経済連携（ＲＣＥＰ）協定」に署名いたしました。これにより、世界全体のＧＤＰ及び貿易総額

の約三割を占める巨大な自由貿易圏が成立することになります。このように自由貿易圏が広が

る中、高機能・高性能繊維や高品質・高感性な日本の繊維製品は、更なる輸出拡大が期待さ

れます。また、本年は東京オリンピック・パラリンピックの開催年であり、世界に日本の優れた繊

維製品等を発信する絶好の機会です。政府としては、日本貿易振興機構（ジェトロ）、中小企

業基盤整備機構（中小機構）などの支援機関と連携し、海外展開を図る中堅・中小企業など

に対して、事業計画の策定から販路開拓に至るまでの総合的な支援を提供する「新輸出大国

コンソーシアム」を形成しています。今後も皆様に対し情報提供や活用可能なツールの紹介を

行うとともに、通商交渉・二国間協力等の環境整備に引き続き取り組むなど、海外市場開拓を

支援していきます。 

第四は、コンプライアンスの遵守です。繊維産業では、多くの外国人技能実習生を受け入

れていますが、残念ながら労働関係法規の違反事例が数多く報告されています。平成三十年

六月に繊維産業技能実習事業協議会で決定した「繊維産業における外国人技能実習の適

正な実施等のための取組」に基づき、引き続き、技能実習にかかる法令遵守等の徹底及び取

引適正化の推進に取り組んでいただくようお願いします。 

さらに、事業承継問題については、今後も事業者が事業を継続的に発展させていくために

も、次世代への円滑な事業承継が求められています。中小企業による経営資源の集約化等を

促す税制を始めとした各種支援策を是非ともご活用ください。 

当省としては、引き続き創意工夫をもって前向きかつ意欲的に取り組む事業者の皆様方を

応援してまいります。皆様の一層のご理解・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、日本綿スフ織物工業連合会始め、我が国の繊維産業が大きな変革の時代を乗り

越え、飛躍する一年になるよう、また、人類がウイルスに打ち勝つ年、大きな災害がない年とな

るよう心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。 
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“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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●ＪＥＴＲＯパリ・ミラノ・ロンドン テキスタイル商談会開催 

ＪＥＴＲＯ（日本貿易振興機構）は例年欧州、米国のアパレルバイヤーを招聘してテキスタ

イル展示商談会を開催しているが、このコロナ禍において、バイヤーが来日しての開催は難

しい状況となった。そこで、国内の企業の情報と代表的な生地を取り纏めたスワッチブックを

パリ、ミラノ、ロンドンのＪＥＴＲＯ事務所に設置。ＪＥＴＲＯスタッフが来場したバイヤーからサン

プル生地送付の要望をとり、参加企業にフィードバックするという形式の商談会となった。綿

工連産地からも９社が参加した。各事務所において昨年１２月初旬から中旬にかけて実施さ

れた。 

 

●ＳＣＭ推進協議会「第２回取引改革委員会」開催 

   昨年１２月２日（水）、東京有明のＴＦＴビルにおいて繊維ファッションＳＣＭ推進協議会の

「令和２年度第２回取引改革委員会」が開催された。 

  新型コロナウイルス感染症拡大による影響について、委員からは一部で取引価格の決定・

改定に影響があったことや傘下企業の厳しい現状が報告された。 

  また、４回目となる自主行動計画フォローアップ調査結果が事務局より報告された。 

 

●日本繊維産業連盟常任委員会開催 

   １２月７日（月）、東京日本橋で日本繊維産業連盟の常任委員会が開催された。当日は経

済産業省製造産業局から藤木局長、柴田審議官、永澤生活製品課長他の出席があった。   

  鎌原繊産連会長と藤木局長の挨拶の後、永澤生活製品課長から「繊維産業の現状と課題

等」について説明があった。その後１月１４日の総会に提出される議題について諮られ了承

された。 

  綿工連から平松会長が出席し、新型コロナウイルス感染の綿・スフ織物業界への影響等に

ついて報告した。 

  常任委員会終了後、「技能実習適正化委員会」、及び「取引適正化推進委員会」が開催さ

れ、一部の団体の取組状況が報告された。 

 

●一般財団法人日本綿業振興会「企画委員会」開催 

 １２月１７日（木）、大阪綿業会館において標記委員会が開催された。当日は２０２０年度

コットンプロモーション事業実施状況、コットンマークの添付状況報告。２０２１年度の事業

計画及び予算(案)について諮られた。また、アメリカ綿のサステナビリティ性の実証と普及

のための「Ｕ.Ｓ.コットン・トラスト・プロトコル」の取組が紹介された。 
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●令和２年度第３次補正予算案閣議決定  

昨年１２月１５日、令和２年度（２０２０年度）第３次補正予算案が閣議決定された。歳出追

加額は１９兆１,７６１億円。内経済産業省関係は約４兆７,０００億円。 
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●令和３年度予算案閣議決定  
昨年１２月２１日、令和３年度（２０２１年度）予算案が閣議決定された。一般会計総額は 

１０６兆６,０９７億円と過去最大となった。経済産業省関係は上記の令和２年度第３次補正

予算と令和３年度当初予算を合わせて１５か月予算として中小企業対策を含めた経済政策

に対応するとしている。この予算案は１月召集の通常国会に提出される。 
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●令和３年度税制改正案閣議決定  

昨年１２月２１日、令和３年度（２０２１年度）税制改正大綱が閣議決定された。新型コロナ

ウイルス感染症の影響で事業収入が減少している中小企業事業者・小規模事業者の負担

を軽減するため事業者の保有する建物や設備の固定資産税及び都市計画税について、現

行の負担調整措置を２０２１年４月から３年間延長する。また、地域経済・雇用を担おうとする

中小企業による経営資源の集約化等（統合・再編等）を後押しすることで、新規事業拡大や

多角化等を図る。 
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〇新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への支援パンフレット    

（経産省、随時更新） 

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf  

 

主な補助金等の公募スケジュール：     

 ・持続化補助（通常枠） ４次締切 ２０２１年２月５日（金）、５次締切 ２０２１年６月予定 

・ものづくり補助金  ２０２１年２月２日（火）１７時～２月１９日（金）１７時（５次締切） 

 

 

●日・英ＥＰＡ 

日英包括的経済連携協定（ＥＰＡ）の承認案が昨年１２月４日参院本会議で可決、国会に

おいて承認された。また、英国においても７日に議会で承認された。工業品や農林水産品

の関税については日・ＥＵ ＥＰＡの内容がほぼ踏襲される。この協定は本年１月１日に発効し

た。 

 

 

 

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf
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●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２０年１２月） 
 

 繊維ニュース  

１２月 １日 綿工連綿’ｓ倶楽部 クラウドファンディングをテーマに勉強会  

１２月 １日 西脇・多可「播州織」連携会議 初の播州織オンライン展 １２月開催 

１２月 ３日 「タケヤリ」 働きやすいワークシャツ発売（岡山） 

１２月 ７日 「笹倉織布工場」 オーガニック製品開発に力 小幅織機を導入し（播州）  

１２月 ８日 播州織産地 初のオンライン展示会 “生配信”のプレゼンも 

１２月１０日 三備産地「第１回繊維マイスター認定」マイスターに岡本久志さん（クロキ）と 

渡邊忠雄さん（ショーワ）、プレマイスターに杉本真季子さん（ショーワ） 

１２月１１日 「タカヤ商事」 第３四半期も横ばい確保 ＴＷなど業績を下支え（備中） 

１２月１５日 播州織産地オンライン展 “生配信”に注目集まる インスタライブ活用 

１２月１５日 「橋本織布」 コロナ禍でも安定稼働 ルーム着やパジャマ地で（播州） 

１２月１６日 三備産地 “コト消費”でニーズつかむ 増えるデニム製品のオーダーメード 

１２月１６日 「維研」 衣料や寝具分野へ進出 銀の熱伝導率の高さに注目（江南） 

１２月１７日 特集２０２０年東海・北陸オンリーワン 「高柳ウィービング」 緑茶染めで自販展開（遠州） 

１２月１８日 「善徳織物」 小型の播州織バッグ２種 独自の製品ブランドで（播州） 

１２月２１日 特集カーテン コロナ下の変化に挑む 「維研」 新商品で既存先の深耕図る（江南） 

１２月２２日 ＜往来＞ 「古橋織布」 メーカーも発信力は重要な要素（遠州） 

１２月２２日 『和泉木綿マスク』を地産地消で ＪＴ、高校生、産地業者が協業（泉州） 

１２月２３日 ＜クローズアップ＞ 播州織ネクストジャパン代表 渡辺 毅氏 “コロナ禍は商機も生む” 

１２月２４日 播州織産地博覧会 すべての生地、製品が一堂に ５月２３日に播織協組で初開催 

 １２月２４日 ＜回顧２０２０年生地産地＞綿織物苦戦際立つ/尾州受注大幅減/北陸７～９月底に回復 

１２月２５日 「小円織物」 賃織り減も縫製品で補う 売り上げは１.５倍に（播州） 

１２月２５日 １０月の岡山県織物生産 デニム回復も全体的に減少傾向（岡織工組纏め） 

 

 

繊 研 新 聞 

１２月 ４日 奈良産繊維製品のブランド販売会、日本橋の奈良まほろば館で開催 

１２月 ４日 播州織産地 オンラインで展示会 ライブ配信も 

１２月 ９日 タカヤ商事 「ＲＮＡ－Ｎ」 ２１年春 オーガニックコットンの新シリーズ（備中） 
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●特許公開情報 

２０２０年１２月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00 

 

 

  綿工連 ２０２０年（令和２年） 一年の動き  

１月１０日………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

１月１７日………… 繊産連役員総会・賀詞交換会（東京・東京プリンスホテル） 

１月２９～３０日…… 播州織総合素材展（東京・アキバスクエア） 

２月６～７日………  ビワタカシマ２０２１春夏素材展大阪展（大阪・綿業会館） 

２月 ６日………… 第１３２回通商問題委員会開催（東京・繊維会館） 

２月２１～２２日…… 遠州織物コレクション（東京・文化ファッションインキュベーション） 

２月２８日………… 綿工連綿’ｓ 倶楽部全国交流会（和歌山・ダイワロイネットホテル和歌山） 

３月１２～１３日…… 第８回綿織物産地素材展 《中止》 

３月３０日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会理事会 

４月 ８日………… 第１３３回繊維通商問題委員会 《書面委員会》 

４月１３日………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会  

[特許公開情報] （２０２０年１２月公開分） 

＜１２月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2020-191970 
日清紡テキスタイル(株) 

(株)ナフィアス 
布団 

2 特開 2020-193409 ＹＫＫ ＡＰ(株) スクリーンおよびスクリーン装置 

3 特開 2020-193415 
ユニチカ(株) 

日本エステル(株) 

マルチフィラメント糸及びこれを用いた繊

維製品の熱成形法 

4 特開 2020-193422 帝人(株) 
２層布帛、および、それを用いた熱防護衣

料 

5 特開 2020-196971 美津濃(株) 透け感抑制生地及びこれを用いた被服 

6 特開 2020-198807 小泉製麻(株) 茶樹用被覆シート 

7 特開 2020-204111 (株)クラレ 複合撚糸 

8 特開 2020-204119 日本毛織(株) 
ゼラチンフィラメント糸、その製造方法及

びこれを用いた繊維構造物 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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５月１３～１４日…… ＪFW-Premium Textile Japan ２０２１Ｓ/Ｓ 《中止》 

５月１９日………… 綿スフ工連／綿工連通常総会、同交会理事会・評議員会  

５月２８日………… 綿スフ工連／綿工連理事会 

６月１０日………… 第１３４回繊維通商問題委員会(東京・繊維会館) 

６月１３日………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会(大阪・綿業会館) 

７月１３日………… 繊産連常任委員会（東京・霞ヶ関ビル）   

７月２８日………… ＳＣＭ推進協議会取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

８月 ５日………… 繊産連幹事会（東京・繊維会館） 

９月 ２日………… 第１３５回繊維通商問題委員会（東京・繊維会館） 

９月 ５日………… 綿工連綿’s 倶楽部委員会(大阪・綿業会館) 

９月１１日………… 綿スフ工連理事会(大阪・綿業会館) 

１０月１４日………… 繊産連主催「Ｉ ｏ Ｔセミナー」(大阪・綿業会館) 

１１月 ６日………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会（東京・綿工連会館） 

１１月１０日………… 第１３６回繊維通商問題委員会(東京・繊維会館) 

１１月１８～１９日…… ＪFW-Premium Textile Japan ２０２１Ａ/Ｗ、JFW-Japan Creation ２０２１ 

（東京国際フォーラム） 

１１月２８日………… 綿工連綿’s 倶楽部委員会(大阪・綿業会館) 

１２月 ２日………… ＳＣＭ推進協議会第２回取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

１２月 ７日………… 繊産連常任委員会（東京・日本橋） 

 
１月以降の行事  

１月１４日 ………… 繊産連役員総会（東京・東京プリンスホテル） 

３月 ５日 ………… 綿工連綿’s 倶楽部全国交流会（横浜） 

３月１６日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会理事会（大阪・綿業会館） 

３月２５～２６日 …… 第８回綿織物産地素材展（綿工連会館１階） 
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